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一般的に、頭髪数は少ない人で6～7万

本、多い人でも14～15万本位で、平均約

10万本だといわれている。抜け替わる周

期（毛周期、ヘア・サイクル）は、男性で平

均3.5年、女性で平均5年。つまり、我々は

年齢や男女による差はあるものの、約3

～6年前後の周期で毎日自然脱毛と発毛

を繰り返し、その過程で1日60本～80本

位の抜け毛が発生している。

毛髪は毛母細胞が分裂し、さらに角化

して作られる。毛髪の原料となるアミノ

酸などの養分は、毛根の最深部に存在す

る毛乳頭から毛母細胞へと供給される。

また、毛乳頭へと供給されている養分は、

毛乳頭と連続している毛細血管から送り

届けられている。

この毛乳頭への血液の流れの悪化や、

バンジロウ葉エキスは、その名の通

りバンジロウの葉を抽出したエキスで

ある。バンジロウとはグアバ（Psidium

guajava L.）の和名で、カリブ海沿岸、

中央アメリカ、南アメリカ北部、東南ア

ジアなどに自生している。グアバの果

実は食用されるほか、赤肉種にはビタ

ミンCが多量に含まれているため、風邪

予防や美肌効果が期待されている。さ

らにはβ-カロテンも含まれているの

で、老化防止や癌予防も期待される。

グアバ葉にはビタミンB群やビタミン

Cなどが含まれるだけでなく、「タンニ

ン」や「ケルセチン」などのポリフェノ

ールも含まれている。ポリフェノールに

は、食後の血糖値の上昇を抑え、糖尿病

の予防効果が期待されるため、現在は

グアバ茶としてよく利用されている。

本稿で紹介するバンジロウ葉エキス

は、富士産業株式会社独自の抽出法でバ

ンジロウ葉をエキス化したもので、抗男性

ホルモン作用や毛包細胞/毛乳頭細胞増

殖作用をもった育毛原料である。詳細に

ついては、次ページから紹介したい。

脱毛や薄毛は、髪の悩みのなかで大部分を占め

ていると推測され、本人にとってその悩みは深

刻である。そこで本稿では、天然由来成分であ

り、男性だけでなく女性にも使用可能な、育毛

原料のバンジロウ葉エキスについて紹介する。
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脱毛症とは
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スタッフ教育に是非お役立て下さい。

クリニックのための化粧品原料情報誌

ストレスやホルモン・皮脂の過剰分泌な

どの様々な要因により、毛周期バランス

が崩れてしまい、成長期過程の毛髪が本

来よりも早く抜けてしまうことによって

脱毛症が発症してしまう可能性が高い。

とくに男性型の脱毛症や、女性に発症す

るびまん性脱毛症においては、男性ホル

モンの関与が強いとされている。

本稿では脱毛症、とくに男性型脱毛症

とびまん性脱毛症に高い効果を発揮する、

バンジロウ葉エキスについて紹介する。

ご好評につき東京地区メディカルエステ講習会開催決定!!
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男性ホルモン（アンドロゲン）の一つで

あるテストステロンは、睾丸や副腎で合成

された後、血流によって毛乳頭に運ばれ、

毛乳頭細胞内に移行する。移行したテス

トステロンは、細胞内に存在する酵素で

ある5α-リダクターゼによって、より活性

の強いジヒドロテストステロン（以下DHT）

に還元される。その後DHTは、細胞質に

存在する受容体（以下アンドロゲンレセプ

ター）と結合。複合体を形成した後、核内

へと移行して転写因子として働く。つまり、

DHTに特異なDNA配列（DHT応答配列）

に結合して、標的遺伝子の転写を調節す

る。その結果、毛乳頭細胞や毛母細胞、

毛包細胞の増殖を促す因子の分泌を阻

害、もしくはこれらの細胞の増殖を阻害す

る因子の分泌を促進させることで、脱毛

に至ると考えられる。

こうしたことから、抗男性ホルモン作

用、すなわちDHTのアンドロゲンレセプタ

ーへの結合を阻害することにより脱毛を

抑制することが可能であると考えられる。

そこで、バンジロウ葉エキスの抗男性

ホルモン作用の有無を検討するために以

下の実験を行った。

1) in vitro実験

実験にはSC3細胞を用いた。SC3細胞

バンジロウ葉エキスは、抗男性ホルモン作用や
毛包細胞/毛乳頭細胞増殖作用があり、育毛原料として
発毛促進作用だけでなく、脱毛予防効果も期待される。

抗男性ホルモン作用

毛包細胞 /
毛乳頭細胞増殖促進作用

発毛促進作用

CLICOSNEWS

は顕著なアンドロゲン依存性の増殖を示

し、このアンドロゲンによる増殖促進作用

はアンドロゲンレセプターを介して発現す

ることが報告されている。つまり、アンドロ

ゲンレセプター阻害作用を有した薬剤を

添加した培地でSC3細胞を培養すると、

増殖が抑制されるため、その増殖率を測

定することによってアンドロゲンレセプタ

ー阻害作用を評価することができる。

このSC3細胞をDHTとバンジロウ葉エ

キス（1μg/ml）を含む無血清培地（以下

<DHT+/バンジロウ葉エキス+>培地）及び

DHTのみを含む無血清培地（以下<DHT+/

バンジロウ葉エキス->培地）で72時間培

養後、MTT法にて細胞増殖率を評価した。

その結果、<DHT+/バンジロウ葉エキス-

>培地で培養した際の細胞増殖率を100%

とした場合、<DHT+/バンジロウ葉エキス

+>培地で培養した際の細胞増殖率は

44.5%であった。つまり、バンジロウ葉エ

キスはDHTにより促進されるSC3細胞の

増殖を抑制していたのである。また、バン

ジロウ葉エキスによる細胞毒性は確認さ

れず、バンジロウ葉エキスによるSC3細胞

毛包細胞は、男性ホルモンの作用やス

トレス、栄養障害などによって増殖が低下

すると、毛髪の伸長速度が低下し、脱毛症

が発症・進行するといわれている。また、毛

乳頭を構成する毛乳頭細胞も、男性ホル

モンなどの作用によって増殖速度が低下

し、毛乳頭サイズのミニチュア化が引き起

こされる。その結果、細毛化が促され、脱

毛症が発症・進行するといわれている。つ

まり、毛包細胞と毛乳頭細胞の増殖を促

進する薬剤の投与は毛の成長や太毛化

を促し、脱毛症の改善が期待される。

そこで、バンジロウ葉エキスの毛包細胞

/毛乳頭細胞増殖促進作用の有無を検討

するために以下の実験を行った。

4日齢C3Hマウスの背部皮膚から採取

した毛包細胞を、バンジロウ葉エキス（10

μg/ml）を含む培地と含まない培地で96

時間培養した後、MTT法で細胞増殖率を

評価した。同様にヒト頭髪毛乳頭細胞で

も、バンジロウ葉エキス（10μg/ml）を含

む培地と含まない培地で96時間培養後、

MTT法で細胞増殖率を評価した。

その結果、毛包細胞においては、バンジ

ロウ葉エキス（10μg/ml）を含まない培地

で培養した際の細胞増殖率を100%とした

場合に、バンジロウ葉エキスを含む培地で

培養した場合は132.6％の細胞増殖率を示

した。毛乳頭細胞でも、バンジロウ葉エキス

（10μg/ml）を含まない培地で培養した際

の細胞増殖率を100%とした場合に、バン

ジロウ葉エキスを含む培地で培養し場合

は122.1％の細胞増殖率を示した。このこと

から、バンジロウ葉エキスには毛包細胞/毛表1 バンジロウ葉エキスによる抗男性ホルモン作用（in vivo）

表2 バンジロウ葉エキスによる発毛促進効果

図1 バンジロウ葉エキスの臨床試験結果（まとめ）

図2 バンジロウ葉エキスの臨床試験結果（写真）
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乳頭細胞増殖促進作用を保有しているこ

とが確認され、発毛促進効果が期待される。

の増殖抑制作用は、細胞毒性によるもの

でなく、アンドロゲンレセプターの阻害に

起因しているものと考えられる。このこと

から、バンジロウ葉エキスには抗男性ホル

モン作用を有していることが示唆された。

2) in vivo実験

実験には、7週齢雄性C57BLマウスを用

いた。剃毛したマウス背部にテストステロ

ンを塗布すると発毛が阻害されるが、抗

男性ホルモン作用のある薬剤を塗布した

場合には発毛の阻害が緩和される。そこ

で、以下の方法でバンジロウ葉エキスの

抗男性ホルモン作用の検討を行った。

マウス背部をセラミック付きのバリカン

で毛刈後、除毛クリームで除毛した。翌日、

対照群に70％エタノールを塗布し、30分

後さらに70％エタノールを塗布した。テス

トステロン塗布群は、0.05％テストステロ

ン溶液を塗布し、30分後さらに70％エタ

ノールを塗布した。バンジロウ葉エキス塗

布群には0.05％テストステロン溶液を塗

布し、30分後バンジロウ葉エキスを塗布

した。対照群の毛がほぼ生えそろうまでの

約18日間各薬剤を毎日塗布した。

その結果、バンジロウ葉エキス塗布群

は、テストステロン塗布群と比べ、塗布開

始10、12、14日後において発毛を有意に

促進した（表1）。つまり、in vitro実験と同

様に、バンジロウ葉エキスには抗男性ホル

モン作用を有していることが確認された。

バンジロウ葉エキスには、抗男性ホルモ

ン作用と毛包細胞/毛乳頭細胞増殖促進

作用があることが示された。では、実際にバ

ンジロウ葉エキスの塗布によって発毛が促

進されるかどうか。それを確認するため、下

記in vivo実験及び臨床試験を行った。

1) in vivo実験

実験にはC3Hマウスを用いた。C3Hマウ

スは、生後6週目から休止期毛に移行し、お

よそ12週間続くことが知られている。その

ためヘアサイクルの揃った8週目に除毛処

理を行うと、休止期毛が成長期毛に移行す

る。つまり、この時期に薬剤を塗布すること

で、発毛促進作用の評価を行うことができ

る。そこで以下の方法でバンジロウ葉エキ

スの発毛促進作用の評価を行った。

8週齢雄性マウス背部毛刈部位に、対

照群、陽性対照群として70％エタノール溶

液及びミノキシジル（2％）をそれぞれ塗

布し、試料群としてバンジロウ葉エキス（固

形分1％）を塗布した。陽性対照群の毛が

ほぼ生えそろうまでの約20日間毎日各薬

剤の塗布を行った。

その結果、バンジロウ葉エキスは、12、

14、16日目いずれにおいてもミノキシジ

ルより有意（P＜0.05）に発毛を促進し

（表2）、バンジロウ葉エキスにはかなり

強力な発毛促進作用を有している可能

性が示唆された。

2) 臨床試験

試験は、桑名皮フ科・桑名隆一郎博

士のもとで行った。被験者は男性13名、

女性3名で、男性型脱毛症及びびまん性

脱毛症を発症されている方である。バ

ンジロウ葉エキス（固形分1.0％）2mlを

1日朝夕2回患部に塗布し、4ヶ月～10ヶ

月試験を行った。

その結果、男性型脱毛症では男性13

名中10名に改善がみられ、びまん性脱

毛症では女性3名全員に改善がみられ

た。全体として被験者16名中13名と、高

い改善効果が確認された（図1・2）。

以上、バンジロウ葉エキスの育毛効果

について紹介した。バンジロウ葉エキスに

は抗男性ホルモン作用及び毛包細胞/毛

乳頭細胞増殖促進作用があり、高い発毛

効果を持つ原料である。また、抗男性ホル

モン作用があることから、脱毛予防効果も

期待される。つまり、バンジロウ葉エキスは

脱毛予防効果及び発毛促進効果を兼ね

備えた画期的な育毛原料である。


